
「
津
軽
弁
 
嘉
瀬
小
話
」
 

阿
部
按
摩
師
笑
い
話
こ
 

み
 
ぎ
 

「お
 
神
 
酒
」
 

目
を
悪
く
し
て
、
町
の
眼
科
に
通
院
し
て
い
る
。
ト
ン
ボ
の
オ
ド
 

は
、
大
の
酒
好
き
で
あ
る
。
 

オ
ド

「
先生
イ
、
酒
コ
飲
ん
で
も
、
イ
ベ
ガ
」
 

先
生
「
お
柳
浮
コ
ぐ
ら
い
だ
ば
、
ョ
ガ
ベ
ネ
」
 

オ
ド
は
、
帰
宅
す
る
や
、
神
棚
に
一
升
供
え
た
。
 

娯
ァ

「
オ
ド
ァ
、
お
神
酒

一
升
も
上
げ
で
、
ド
ス
ダ
バ
」
 

み
 
ぎ
 

オ
ド

「
医
者
さ
ま
さ
、キ
ダ
キ
ャ
ァ
、
お
神
酒
コ
ダ
バ
、
飲
ん
で
 

も
、
イ
ダ
ド
」
 

娯
ァ

「
ワイ
ハ
ー
、
ナ
ン
ボ
お
柳
浮
で
も
、
 一
升
も
飲
め
ば
、
マ
 

ナ
グ
サ
、
ア
ダ
ル
ベ
ネ
ナ
」
 

オ
ド

「
ナー
モ
ヤ
、
酒
コ
、
マ
ナ
グ
ガ
ラ
飲
む
ん
で
ネ
ェ
ー
シ
、
 

口
ガ
ラ
飲
ム
モ
ン
ダ
ネ
」
 

（森
 
村
）
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冬
 
の
 
朝
 

中
 
谷
 
ひ
ろ
し
 

冬
の
朝
喉
が
か
ら
か
ら
二
日
酔
 

暴
言
も
時
に
笑
い
で
吹
き
飛
ば
す
 

欲
望
の
ひ
と
つ
夢
見
る
宝
く
じ
 

こ
ぶ
頭
秘
密
は
も
た
ぬ
こ
と
に
す
る
 

 

志
功
と
鹿
内
仙
人
と
 

漫
遊
こ
と
小
山
内
仕
人
 

J
,
 
！
一
 
「
ニ
く一！
一R
H
 

」
 

d
~
 
E
土
一
ニ
白
い
 

 

棟
方
志
功
 

平
成
十
三
年
九
月
 
日
曜
日
、
嘉
瀬
奴
橋
を
九
時
三
十
分
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
出
発
、
青
森
市
営
三
内
霊
園
着
十
時
四
十
分
で
あ
っ
た
o
 

霊
園
参
道
は
至
る
と
こ
ろ
桜
並
木
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
今
年
は
青
森

に
台
風
の
上
陸
が
な
か
っ
た
せ
い
か
、
桜
葉
に
蔽
う
わ
れ
た
参
道
は
、
薄

暗
い
。
秋
彼
岸
も
す
ぎ
、
霊
園
一
帯
は
清
掃
さ
れ
て
、
墓
は
日
和
を
浴
び

て
い
た
。
 

世
界
の
棟
方
志
功
の

墓
を
尋
ね
、
園
内
を
二
度

廻
っ
た
が
見
当
ら
な
か
っ

た
。
捜
し
疲
れ
て
東
屋
で

一
休
み
し
て
参
道
に
出
る

と
、
思
い
が
け
な
く
、
矢

印
に
棟
方
志
功
の
墓
は
こ

ち
ら
で
す
と
、
小
さ
い
表

示
板
が
あ
っ
た
。
 

画
家
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
志
功
の
墓
と
は
思
え
ぬ
、
小
さ
目
の
墓
で

し
た
。
 

志
功
は
昭
和
五
十
年
七
十
二
歳
で
生
涯
を
と
じ
た
が
、
 一
区
画
を
購

め
、
夫
婦
の
墓
に
す
べ
く
碑
名
を
書
き
置
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
高
さ
 

ー
メ
ー
ト
ル
、
巾

ー
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
十
セ
ン
チ
、
台
座

は
十
五
セ
ン
チ
で
、
周
囲
墓
地
よ
り
優
っ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
が
、
墓

素
材
は
他
に
見
ら
れ
ぬ
貝
が
ら
が
入
っ
た
よ
う
な
光
る
石
材
で
、
二
基
並

ん
で
い
る
。
 

碑
名
（
静
眠
碑
）
の
碑
の
字
に
つ
い
て
、
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
の
説

に
よ
る
と
、
静
眠
は
造
語
で
あ
り
、
碑
に
い
た
っ
て
は
辞
書
に
も
な
い
造

り
字
で
あ
り
、
石
偏
を
私
的
に
玉
偏
に
し
た
よ
う
だ
と
言
う
。
 

志
功
は
非
常
に
造
語
癖
の
あ
る
方
で
、
版
画
と
い
う
共
通
の
日
本
語

を
外
し
て
、
自
己
流
に
板
画
と
称
し
、
そ
の
板
画
に
し
ば
し
ば
、
造
話
が

書
か
れ
て
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
不
思
議
に
も
作
品
に
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
 

司
馬
遼
太
郎
氏
の
著

（
街道
）
に
よ
る
と
、
志
功
は
不
思
議
な
ほ
ど
立

派
な
人
々
に
恵
ま
れ
た
方
で
あ
っ
た
と
言
う
。
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平
成
十
三
年
九
月
日
曜
日
、
嘉
瀬
奴
橋
を
九
時
三
十
分
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
出
発
、
青
森
市
営
三
内
霊
園
着
十
時
四
十
分
で
あ
っ
た
。

霊
園
参
道
は
至
る
と
こ
ろ
桜
並
木
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
今
年
は
青
森

に
台
風
の
上
陸
が
な
か
っ
た
せ
い
か
、
桜
葉
に
蔽
う
わ
れ
た
参
道
は
、
薄

暗
い
。
秋
彼
岸
も
す
ぎ
、
霊
園
一
帯
は
清
掃
さ
れ
て
、
墓
は
日
和
を
浴
び

て
い
た
。

冬
の
朝

冬
の
朝
喉
が
か
ら
か
ら
二
日
酔

こ
ぶ
頭
秘
密
は
も
た
ぬ
こ
と
に
す
る

暴
言
も
時
に
笑
い
で
吹
き
飛
ば
す

欲
望
の
ひ
と
つ
夢
見
る
宝
く
じ

ノド案右庵功家墓厩樫『
左届夙宕巾､frtセ>4 棟

方
志
功

志
功
と
鹿
内
仙
人
と

漫
遊
こ
と
小
山
内
仙
人

’

中
谷
ひ
ろ
し

世
界
の
棟
方
志
功
の

墓
を
尋
ね
、
園
内
を
二
度

廻
っ
た
が
見
当
ら
な
か
っ

た
。
捜
し
疲
れ
て
東
屋
で

一
休
み
し
て
参
道
に
出
る

と
、
思
い
が
け
な
く
、
矢

印
に
棟
方
志
功
の
墓
は
こ

ち
ら
で
す
と
、
小
さ
い
表

示
板
が
あ
っ
た
。

山
中
長
三
郎

画
家
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
志
功
の
墓
と
は
思
え
ぬ
、
小
さ
目
の
墓
で

し
た
。志

功
は
昭
和
五
十
年
七
十
二
歳
で
生
涯
を
と
じ
た
が
、
一
区
画
を
購

め
、
夫
婦
の
墓
に
す
べ
く
碑
名
を
書
き
置
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
、
巾
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
十
セ
ン
チ
、
台
座

は
十
五
セ
ン
チ
で
、
周
囲
墓
地
よ
り
優
っ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
が
、
墓

素
材
は
他
に
見
ら
れ
ぬ
貝
が
ら
が
入
っ
た
よ
う
な
光
る
石
材
で
、
二
基
並

ん
で
い
る
。

碑
名
（
静
眠
碑
）
の
碑
の
字
に
つ
い
て
、
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
の
説

に
よ
る
と
、
静
眠
は
造
語
で
あ
り
、
碑
に
い
た
っ
て
は
辞
書
に
も
な
い
造

り
字
で
あ
り
、
石
偏
を
私
的
に
玉
偏
に
し
た
よ
う
だ
と
言
う
。

志
功
は
非
常
に
造
語
癖
の
あ
る
方
で
、
版
画
と
い
う
共
通
の
日
本
語

を
外
し
て
、
自
己
流
に
板
画
と
称
し
、
そ
の
板
画
に
し
ば
し
ば
、
造
話
が

書
か
れ
て
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
不
思
議
に
も
作
品
に
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

司
馬
遼
太
郎
氏
の
著
（
街
道
）
に
よ
る
と
、
志
功
は
不
思
議
な
ほ
ど
立

派
な
人
々
に
恵
ま
れ
た
方
で
あ
っ
た
と
言
う
。

目
を
悪
く
し
て
、
町
の
眼
科
に
通
院
し
て
い
る
。
ト
ン
ボ
の
オ
ド

は
、
大
の
酒
好
き
で
あ
る
。

オ
ド
「
先
生
イ
、
酒
．
飲
ん
で
も
、
イ
ベ
ガ
」

み
ぎ

先
生
「
お
神
酒
コ
ぐ
ら
い
だ
ぱ
、
ョ
ガ
ベ
ネ
」

オ
ド
は
、
帰
宅
す
る
や
、
神
棚
に
一
升
供
え
た
。

娯
ァ
「
オ
ド
ァ
、
お
神
酒
一
升
も
上
げ
で
、
ド
ス
ダ
バ
」

み
ぎ

オ
ド
「
医
者
さ
ま
さ
、
キ
ダ
キ
ャ
ァ
、
お
神
酒
コ
ダ
バ
、
飲
ん
で

も
、
イ
ダ
ド
」

み
ぎ

娯
ァ
「
ワ
イ
ハ
ー
、
ナ
ン
ボ
お
神
酒
で
も
、
一
升
も
飲
め
ば
、
マ

ナ
グ
サ
、
ア
ダ
ル
ベ
ネ
ナ
」

オ
ド
「
ナ
ー
モ
ヤ
、
酒
．
、
マ
ナ
グ
ガ
ラ
飲
む
ん
で
ネ
ェ
ー
シ
、

く
じロ

ガ
ラ
飲
ム
モ
ン
ダ
ネ
」
（
森
村
）

「
津
軽
弁
嘉
瀬
小
話
」

阿
部
按
摩
師
笑
い
話
こ

み
ぎ

「
お
神
酒
」

ワ

丁

－ 25－ －24－

一



初
期
に
会
津
八

一
（二
八
八

一
年
ー
一
九
五
六
年
）
英
文
学
者
であ
り
、
 

歌
人
で
あ
り
、
書
家
で
も
あ
る
会
津
八

一
氏
か
ら
、
中
国
の
古
代
文
学
、
 

金
石
本
の
拓
本
を
見
せ
ら
れ
、
書
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
教
え
ら
れ
、
志
功

の
板
画
の
な
か
の
字
も
、
や
が
て
石
工
が
塾
で
叩
き
彫
っ
た
金
文
や
石
文

の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
言
う
。
 

志
功
に
と
っ
て
最
大
の
先
生
は
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
年
ー
一
九
六
一
年
）
 

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 

柳
は
日
本
的
美
学
理
論
の
創
始
者
と
し
て
、
十
六
世
紀
の
千
利
体
以
来

の
人
と
い
わ
れ
、
志
賀
直
也
・
武
者
小
路
実
篤
ら
と
と
も
に

「
白
樺
」
 
の

同
人
で
、
美
術
面
を
担
当
し
て
い
た
。
 

昭
和
十
一
年
の
こ
の
時
期
、
志
功
は
箱
根
か
ら
西
に
行
っ
た
こ
と
が
な

い
と
言
わ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
陶
芸
家
の
河
井
次
郎
が
京
都
に
住
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
柳
に
す
す
め
ら
れ
て
、
志
功
は
京
都
に
登
っ
て
、
清
水
寺

に
近
い
河
井
邸
で
食
客
の
よ
う
な
生
活
に
入
り
、
毎
朝
河
井
の
 
「
碧
山
厳

録
」
の
講
義
を
う
け
る
日
々
を
送
っ
た
。
河
井
は
志
功
に
「
板
画
を
作
る

よ
う
で
は
だ
め
だ
」
「
板
画
は生
れ
て
く
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
」
と

言
わ
れ
た
と
さ
れ
、

こ
の
創
作
思
想
は
志
功
に
と
っ

て
終
生
の
も
の
と

な
っ
た
と
さ
れ
る
。
 

東
京
代
々
木
に
住
む
水
谷
良

一
氏
は
、
柳
宗
悦
の
同
調
者
で
あ
り
、
商

工
省
の
キ
ャ
リ
ァ
官
僚
で
、
超
俗
的
な
教
養
人
で
、
蔵
書
家
で
も
あ
っ
て
、
 

と
く
に
仏
教
学
に
秀
で
、
志
功
に
仏
教
的
な
詞
藻
を
指
導
し
つ
づ
け
た
の

は
、
こ
の
人
で
あ
っ
た
。
 

r
 

案内板 山内基地 棟方志功墓標 
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志
功
の
最
大
の
大
作
で
あ
る
「
華
厳
譜
」
の
作
品
は
、
仏
教
的
な
思
想

に
裏
付
け
さ
れ
、
水
谷
氏
で
さ
え
想
像
さ
れ
な
い
、
志
功
の
天
才
的
才
能

が
展
開
さ
れ
、
開
花
さ
れ
た
作
品
だ
と
評
さ
れ
た
o
 

志
功
の
作
品
は
亀
ケ
岡
縄
文
の
息
吹
で
あ
り
、
津
軽
の
祭
り
の
躍
動
で

あ
り
、
又
悌
教
の
教
義
を
求
め
て
昭
和
四
十
七
年
に
詩
人
草
野
心
平
と
と

も
に
、
イ
ン
ド
を
旅
し
た
と
言
う
。
 

我
ダ
バ
、
ゴ
ッ
ホ
に
な
る
。
と
志
を
立
て
て
、
大
正
十
三
年
二
十

一
才

の
時
、
兄
弟
・
友
人
に
見
送
ら
れ
た
青
年
志
功
の
姿
が
、
青
森
駅
頭
に
あ
っ

た
。
紺
緋
に
袴
を
つ
け
、町
鍛
冶
工
に
作
ら
せ
た
自
分
流
の
徴
章
を
つ
け
、
 

学
生
帽
を
か
ぶ
っ
て
上
京
し
た
と
い
わ
れ
る
 

一
、九
三
八

年

「
善
知
鳥
」
 
で
帝
展
・
版
画
部
門
で
初
め

て
特

選
、
 一
、九
五
二
年
ス
イ
ス
・
ル
ガ
ノ
国
際
版
画
展
で
 
「
女
人
観
音
」
が

優
秀
賞
。
 一
、九
五
五
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
 「
釈
迦
十
大

弟
子
」
最
高
賞
。
 一
、九
五
」ハ
年
ベ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
国
際
版
画

大
賞
と
数
々
の
賞
を
受
賞
、
板
画
の
鬼
と
称
さ
れ
る
棟
方
志
功
は
青
森
市

が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。
 

中
国
の
古
代
金
石
文
の
流
れ
を
く
む
志
功
の
独
創
的
な
文
学
「
静
眠
碑
」
 

の
墓
石
の
下
に
棟
方
志
功
は
永
眠
し
て
い
る
。
 

「
北
に生
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
ぼ
く
は
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
い
ま

の
日
本
文
化
に
、
北
の
遅
し
い
息
吹
を
ふ
き
か
け
て
や
り
た
い
。
そ
う
い
 
 

う
意
味
で
、
ぼ
く
は
北
に
憧
れ
、
北
を
愛
す
る
ん
だ
よ
」
と
奇
人
と
称
さ

れ
た
棟
方
志
功
の
言
葉
で
あ
る
。
 

鹿
内
仙
人

・
小
山
内
仙
人
 

八
甲
田
山
の
奇
人
は
軍
服
姿
に
胸
い
っ
ぱ
い
勲
章
を
付
け
、
旧
陸
軍
の

ラ
ッ
パ
を
、
八
甲
田
の
山
々
を
隈
無
く
吹
き
歩
き
、
八
甲
田
の
山
々
の
案

内
に
終
止
し
た
鹿
内
辰
五
郎
仙
人
を
、
世
間
で
は
奇
人
の

一
人
に
あ
げ
て

い
た
。
 

そ
れ
に
旧
嘉
瀬
村
の
出
身
小
山
内
嘉
七
郎

（
通称
漫
遊
）
と
、
棟
方
志

功
を
加
え
て
津
軽
の
三
奇
人
と
さ
れ
て
い
た
。
三
人
と
も
肝
胆
相
照
す
仲

で
、
よ
く
酸
ケ
湯
に
集
ま
り
、
夜
の
更
け
る
ま
で
語
り
続
け
て
い
た
と
l
m
ロ

、つ
。
 

昭
和
四
十
年
十

一
月
二
十
五
日
、
作
家
三
島
由
紀
夫
氏

（
「
金閣
寺
・

憂
国
」
等
の
作
家
）
が
自
ら
主
宰
す
る
楯
の
会
と
い
う
組
織
の
腹
心
三
人

を
連
れ
、
東
京
市
ケ
谷
の
自
衛
隊
に
乗
り
込
み
、
東
京
方
面
軍
総
監
部
の

中
枢
を
占
拠
し
、
総
監
の
益
田
兼
利
を
し
ば
り
あ
げ
、
要
求
書
を
つ
き
つ

け
、
広
場
に
自
衛
隊
員
を
集
め
さ
せ
、
「
共
に
決起
せ
よ
」
と
訴
え
た
o
 

三
島
由
紀
夫
は

「
諸
君
は
武
士
だ
ろ
う
、
武
士
な
ら
ば
自
ら
を
不
定
す

る
憲
法
を
ど
う
し
て
守
る
ん
だ
」
「
どう
し
て
自
ら
を
不
定
す
る
憲
法
に

ペ
コ
ペ
コ
す
る
ん
だ
」
と
叫
ん
だ
が
、
演
説
の
内
容
は
隊
員
た
ち
の
怒
声

と
野
次
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
o
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我
ダ
バ
、
ゴ
ッ
ホ
に
な
る
。
と
志
を
立
て
て
、
大
正
十
三
年
二
十
一
才

の
時
、
兄
弟
・
友
人
に
見
送
ら
れ
た
青
年
志
功
の
姿
が
、
青
森
駅
頭
に
あ
っ

た
。
紺
耕
に
袴
を
つ
け
、
町
鍛
冶
工
に
作
ら
せ
た
自
分
流
の
徴
章
を
つ
け
、

学
生
帽
を
か
ぶ
っ
て
上
京
し
た
と
い
わ
れ
る

一
、
九
三
八
年
「
善
知
烏
」
で
帝
展
・
版
画
部
門
で
初
め
て
特

選
、
一
、
九
五
二
年
ス
イ
ス
・
ル
ガ
ノ
国
際
版
画
展
で
「
女
人
観
音
」
が

優
秀
賞
。
一
、
九
五
五
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
「
釈
迦
十
大

弟
子
」
最
高
賞
。
一
、
九
五
六
年
ベ
ニ
ス
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
国
際
版
画

大
賞
と
数
々
の
賞
を
受
賞
、
板
画
の
鬼
と
称
さ
れ
る
棟
方
志
功
は
青
森
市

が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

中
国
の
古
代
金
石
文
の
流
れ
を
く
む
志
功
の
独
創
的
な
文
学
「
静
眠
碑
」

の
墓
石
の
下
に
棟
方
志
功
は
永
眠
し
て
い
る
。

「
北
に
生
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
ぼ
く
は
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
い
ま

の
日
本
文
化
に
、
北
の
暹
し
い
息
吹
を
ふ
き
か
け
て
や
り
た
い
。
そ
う
い

初
期
に
会
津
八
一
二
、
八
八
一
年
～
一
九
五
六
年
）
英
文
学
者
で
あ
り
、

歌
人
で
あ
り
、
書
家
で
も
あ
る
会
津
八
一
氏
か
ら
、
中
国
の
古
代
文
学
、

金
石
本
の
拓
本
を
見
せ
ら
れ
、
害
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
教
え
ら
れ
、
志
功

の
板
画
の
な
か
の
字
も
、
や
が
て
石
工
が
鑿
で
叩
き
彫
っ
た
金
文
や
石
文

の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
言
う
。

志
功
に
と
っ
て
最
大
の
先
生
は
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
年
～
一
九
六
一
年
）

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

柳
は
日
本
的
美
学
理
論
の
創
始
者
と
し
て
、
十
六
世
紀
の
千
利
体
以
来

の
人
と
い
わ
れ
、
志
賀
直
也
・
武
者
小
路
実
篤
ら
と
と
も
に
「
白
樺
」
の

同
人
で
、
美
術
面
を
担
当
し
て
い
た
。

昭
和
十
一
年
の
こ
の
時
期
、
志
功
は
箱
根
か
ら
西
に
行
っ
た
こ
と
が
な

い
と
言
わ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
陶
芸
家
の
河
井
次
郎
が
京
都
に
住
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
柳
に
す
す
め
ら
れ
て
、
志
功
は
京
都
に
登
っ
て
、
清
水
寺

に
近
い
河
井
邸
で
食
客
の
よ
う
な
生
活
に
入
り
、
毎
朝
河
井
の
「
碧
山
厳

録
」
の
講
義
を
う
け
る
日
々
を
送
っ
た
。
河
井
は
志
功
に
「
板
両
を
作
る

よ
う
で
は
だ
め
だ
」
「
板
画
は
生
れ
て
く
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
」
と

言
わ
れ
た
と
さ
れ
、
こ
の
創
作
思
想
は
志
功
に
と
っ
て
終
生
の
も
の
と

な
っ
た
と
さ
れ
る
。

あ
り
、
又
佛
教
の
教
義
を
求
め
て
而

も
に
、
イ
ン
ド
を
旅
し
た
と
言
う
。

に
裏
付
け
さ
れ
、
水
谷
氏
で
さ
え
想
像
さ
れ
な
い
、

が
展
開
さ
れ
、
開
花
さ
れ
た
作
品
だ
と
評
さ
れ
た
。

ル
ー

東
京
代
々
木
に
住
む
水
谷
良
一
氏
は
、
柳
宗
悦
の
同
調
者
で
あ
り
、
商

工
省
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
で
、
超
俗
的
な
教
養
人
で
、
蔵
書
家
で
も
あ
っ
て
、

は

志
功
の
作
品
は
亀
ヶ
岡
縄
文
の
息
吹
で
あ
り
、
津
軽
の
祭
り
の
躍
動
で

り
、
又
佛
教
の
教
義
を
求
め
て
昭
和
四
十
七
年
に
詩
人
草
野
心
平
と
と

志
功
の
簸
大
の
大
作
で
あ
る
「
華
厳
譜
」
の
作
品
は
、
仏
教
的
な
思
想

裏
付
け
さ
れ
、
水
谷
氏
で
さ
え
想
像
さ
れ
な
い
、
志
功
の
天
才
的
才
能

く
に
仏
教
学
に
秀
で
、
志
功
に
仏
教
的
な
詞
藻
を
指
導
し
つ
づ
け
た
の

、
こ
の
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
五
日
、
作
家
三
島
由
紀
夫
氏
（
「
金
閣
寺
・

憂
国
」
等
の
作
家
）
が
自
ら
主
宰
す
る
楯
の
会
と
い
う
組
織
の
腹
心
三
人

を
連
れ
、
東
京
市
ヶ
谷
の
自
衛
隊
に
乗
り
込
み
、
東
京
方
面
軍
総
監
部
の

中
枢
を
占
拠
し
、
総
監
の
益
田
兼
利
を
し
ば
り
あ
げ
、
要
求
書
を
つ
き
つ

け
、
広
場
に
自
衛
隊
員
を
集
め
さ
せ
、
「
共
に
決
起
せ
よ
」
と
訴
え
た
。

三
島
由
紀
夫
は
「
諸
君
は
武
士
だ
ろ
う
、
武
士
な
ら
ば
自
ら
を
不
定
す

る
憲
法
を
ど
う
し
て
守
る
ん
だ
」
「
ど
う
し
て
自
ら
を
不
定
す
る
憲
法
に

ペ
コ
ペ
コ
す
る
ん
だ
」
と
叫
ん
だ
が
、
演
説
の
内
容
は
隊
員
た
ち
の
怒
声

と
野
次
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

八
甲
田
山
の
奇
人
は
軍
服
姿
に
胸
い
っ
ぱ
い
勲
章
を
付
け
、
旧
陸
軍
の

ラ
ッ
パ
を
、
八
甲
田
の
山
々
を
隈
無
く
吹
き
歩
き
、
八
甲
田
の
山
々
の
案

内
に
終
止
し
た
鹿
内
辰
五
郎
仙
人
を
、
世
間
で
は
奇
人
の
一
人
に
あ
げ
て

い
た
。そ

れ
に
旧
嘉
瀬
村
の
出
身
小
山
内
嘉
七
郎
（
通
称
漫
遊
）
と
、
棟
方
志

功
を
加
え
て
津
軽
の
三
奇
人
と
さ
れ
て
い
た
。
三
人
と
も
肝
胆
相
照
す
仲

で
、
よ
く
酸
ヶ
湯
に
集
ま
り
、
夜
の
更
け
る
ま
で
語
り
続
け
て
い
た
と
言

語
「
ノ
○

う
意
味
で
、
ぼ
く
は
北
に
憧
れ
、
北
を
愛
す
る
ん
だ
よ
」
と
奇
人
と
称
さ

れ
た
棟
方
志
功
の
言
葉
で
あ
る
。

八
甲
田
山
の
奇
人
は
軍
服
姿
に
胸
い

鹿
内
仙
人
・
小
山
内
仙
人

棟方逼功鑓生〃

冷墓Iまどちら酎
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「津軽弁笑い話こ」 
マ
 
シ
 
ゲ
（
すり
こ
ぎ
）
 
Iー
」
 

十
五
に
な
っ
た
ハ
ツ
ョ
が
、
二
十
に
な
る
隣
村
の
与
作
の
と
こ
ろ

に
嫁
に
い
っ
た
。
 

そ
の
夜
、

ハ
ツ
ョ
に
付
添
い
の
叔
母
が
、
「
何
で
も
婿
の
言
う
と

う
り
に
し
て
、
幸
せ
に
な
れ
」
と
言
っ
て
、
二
人
の
寝
所
か
ら
階
下

に
お
り
た
。
 

次
の
朝
、
「
イ
ガ
ッ
タ
ナ
ァ
」
と
叔母
は
ハ
ツ
ョ
に
声
を
か
け
る
と
、
 

「
キ
ッ
ー
」
と
叔
母
を
ニ
ラ
ミ
「
ナ
ニ
、
イ
イ
モ
ン
ダ
バ
、
痛
く
て
、
 

痛
く
て
、
マ
カ
ダ
ガ
ラ
、
血
コ
流
れ
で
、
今
も
、

マ
シ
ゲ
入
っ
テ
ル

ン
タ
ネ
」
 

叔
母
「
マ
シ
ゲ
も
、
使
い
ナ
レ
レ
バ
、
ダ
ン
ダ
ン
、
イ
グ
ナ
ル
ネ
」
 

（
チ
 
ョ
）
 

遺 

稿 

惣 

一嘉

瀬

の
」
威

時

記
 

秋
 

元
 
惣
之

進
 

訴
え
が
受
け
入
れ
な
い
と
知
る
や
、
三
島
由
紀
夫
は
、
総
監
室
で
腹
心

一
人
に
介
錯
さ
せ
、
割
腹
自
殺
、
命
を
絶
っ
た
。
 

三
島
由
紀
夫
の
告
別
式
に
参
列
し
た
小
山
内
漫
遊
氏
は
、
髪
は
胸
ま
で

た
れ
、
頭
に
頭
巾
を
の
せ
、
首
に
数
珠
を
か
け
、
法
螺
貝
持
っ
て
、
山
伏

姿
の
漫
遊
は
、
た
ち
ま
ち
記
者
に
か
こ
ま
れ
て
中
央
新
聞
、
週
刊
紙
に
写

真
入
り
で
、
奇
人
の
参
列
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
 

昭
和
の
初
期
、
志
功
が
ま
だ
三
十
才
の
頃
、
鹿
内
仙
人
と
八
甲
田
山
に

遊
ん
だ
と
き
、
八
甲
田
の
山
に
舞
う
鷹
を
見
た
。
そ
の
時
鹿
内
仙
人
は
、
「
棟

方
サ
ン
、
ア
ナ
タ
は
エ
ラ
イ
画
家
ニ
ナ
ル
ョ
」
と
言
っ
た
と
言
う
。
 

八
甲
田
山
麓
の
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
壁
に
志
功
の
鷹
の
絵
が
か
か
っ
て

い
る
o
賛
に
「
神
鷹
」
と
あ
っ
て
、祭
舞
い
の
図
と
い
う
。
鹿
内
仙
人
に
「
あ

ん
た
は
え
ら
い
画
家
に
な
る
よ
」
の
言
葉
どお
り
、棟
方
志
功
神
鷹
に
な
っ

て
八
甲
田
に
舞
い
続
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
 

昭
和
三
奇
人
の
一
人
小
山
内
漫
遊
氏
も
、
棟
方
志
功
の
画
か
れ
た
嘉
瀬

の
桃
こ
と
、
黒
川
桃
太
郎
の
下
絵
を
原
画
と
し
て
作
ら
れ
た
木
像
、
桃
地

蔵
を
嘉
瀬
観
音
堂
に
安
置
、
人
里
は
な
れ
た
観
音
堂
に
居
住
、
日
夜
桃
地

蔵
を
供
養
し
続
け
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
日
午
後

一
時
、
観
音
堂
内

桃
地
蔵
前
で
、
誰
に
看
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
八
十
三
才
で
こ
の
世
を
去
っ

た
。
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嘉
瀬
の
年
中
行
事
も
、
そ
の
時
、
そ
の
時
代
の
社
会
構
造
の
変
遷
に
伴
っ
て
、
生
活
環
境
の
変
化
か
ら
、
藩
政
時
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
・
 

民
間
行
事

・
農
作
業

・
食
生
活
も
様
変
わ
り
し
て
き
た
昨
今
、
村
の
古
老
か
ら
聞
き
語
り
で
集
め
た
、
津
軽
地
方

一
般
の
古
き
過
去
と
な
り
つ
つ
あ
る
習

慣
行
事
を
書
き
留
め
た
。
（
秋元
惣
之
進
）
 

行
事

・
農
作
業
 

⑥

「
旧正
月
」
 

第
二
次
世
界
大
戦

（
大東
亜
戦
争
）
が
終
戦
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
頃

ま
で
は
、
嘉
瀬
地
区
の
農
家
の
正
月
は
旧
暦
で
あ
っ
た
。
 

旧
正
月
元
旦
を
大
正
月
と
呼
ん
で
、大
抵
の
家
で
は
七
日
ま
で
休
ん
だ
o
 

七
日
の
事
を
七
日
正
月
、
旧
正
十
五
日
を
小
正
月
と
言
っ
た
。
 

ま
た
大
正
月
を
男
の
正
月
、
小
正
月
を
女
の
正
月
と
も
い
っ
た
。
三
十

日
は
三
ン
年
で
、
正
月
の
終
り
で
あ
る
。
 

藩
制
時
代
の
農
家
の
休
日
は
年
間
三
十
日
と
あ
っ
た
と
言
う
。
正
月
休

み
が

も
長
く
、
こ
の
時
期
は
農
閑
期
と
な
る
も
、
農
家
は
朝
早
く
か
ら

晩
遅
く
ま
で
、
俵
編
み
や

「
ノ
マ
」
編
み
、
縄
な
り
と
、
寸
分
の
暇
も
な

く
働
い
た
。
 

男
は
鶏
鳴
と
共
に
起
き
厩
を
片
付
け
、
女
は
竃
に
火
を
焚
き
、
ミ
ン
ザ
 

（
流
し場
）
を
片
付
け
、
親
爺
は
井
戸
の
釣
瓶
縄
を
取
り
替
え
た
り
す
る
 
 

家
も
あ
っ
た
。
旧
正
月
の

一
日
に
は
新
婚
の
嫁
婿
は
、
嫁
の
実
家
に
行
く

が
、
嫁
の
実
家
で
大
喜
び
で
親
類
の
人
達
を
呼
ん
で
お
祝
を
す
る
。
 

⑥
「
餅
掲
き
」
 

農
家
で
は
年
の
暮
に
餅
を
掲
く
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
は

一
俵
か
ら
二
俵

も
掲
く
。
お
供
え
餅
か
ら
、
切
り
餅
、
干
餅
を
掲
く
家
も
あ
る
。
 

⑥

「
ニ
ラ
」
（作
業
場
）
 

明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
貧
農
は
、
大
抵
の
家
で
は
掛
け
笹
や

敷
笹
で
、
村
の
旦
那
衆

（財
産
家
）
以
外
は
、
貧
弱
な
家
だ
っ
た
か
ら
入

口
に
は
掛
け
笹
を
敷
い
て
い
た
。
 

農
家
の
入
口
は
土
間
で
、
突
き
当
り
が

「
ニ
ラ
」
（作
業
場
）
に
な
っ

て
、
冬
は
外
仕
事
が
出
来
な
い
の
で

「
ニ
ラ
」
で
仕
事
を
し
た
o
「
ニ
ラ
」
 

は
粘
土
の
土
で
固
め
て
、
こ
こ
で
笹
や
俵
、
ま
た

「
ノ
マ
」
を
編
ん
だ
り
、
 

脱
穀
や
米
掲
き
を
し
た
。
 

⑨

「小
寒

・
大
寒
」
 

津
軽
で
は
旧
正
が
す
ぎ
る
と
、
寒
さ
が
ゆ
る
ん
で

「寒
三
、
寒
九
」
と
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訴
え
が
受
け
入
れ
な
い
と
知
る
や
、
三
島
由
紀
夫
は
、
総
監
室
で
腹
心

一
人
に
介
錯
さ
せ
、
割
腹
自
殺
、
命
を
絶
っ
た
。

三
島
由
紀
夫
の
告
別
式
に
参
列
し
た
小
山
内
漫
遊
氏
は
、
髪
は
胸
ま
で

た
れ
、
頭
に
頭
巾
を
の
せ
、
首
に
数
珠
を
か
け
、
法
螺
貝
持
っ
て
、
山
伏

姿
の
漫
遊
は
、
た
ち
ま
ち
記
者
に
か
こ
ま
れ
て
中
央
新
聞
、
週
刊
紙
に
写

真
入
り
で
、
奇
人
の
参
列
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。

昭
和
の
初
期
、
志
功
が
ま
だ
三
十
才
の
頃
、
鹿
内
仙
人
と
八
甲
田
山
に

遊
ん
だ
と
き
、
八
甲
田
の
山
に
舞
う
鷹
を
見
た
。
そ
の
時
鹿
内
仙
人
は
、
「
棟

方
サ
ン
、
ア
ナ
タ
は
エ
ラ
イ
画
家
ニ
ナ
ル
ョ
」
と
言
っ
た
と
言
う
。

八
甲
田
山
麓
の
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
壁
に
志
功
の
鷹
の
絵
が
か
か
っ
て

い
る
。
賛
に
「
神
鷹
」
と
あ
っ
て
、
祭
舞
い
の
図
と
い
う
。
鹿
内
仙
人
に
「
あ

ん
た
は
え
ら
い
画
家
に
な
る
よ
」
の
言
葉
ど
お
り
、
棟
方
志
功
神
鷹
に
な
っ

て
八
甲
田
に
舞
い
続
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

行
事
・
農
作
業

。
「
旧
正
月
」

第
二
次
世
界
大
戦
（
大
東
亜
戦
争
）
が
終
戦
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
頃

ま
で
は
、
嘉
瀬
地
区
の
農
家
の
正
月
は
旧
暦
で
あ
っ
た
。

旧
正
月
元
旦
を
大
正
月
と
呼
ん
で
、
大
抵
の
家
で
は
七
日
ま
で
休
ん
だ
。

七
日
の
事
を
七
日
正
月
、
旧
正
十
五
日
を
小
正
月
と
言
っ
た
。

ま
た
大
正
月
を
男
の
正
月
、
小
正
月
を
女
の
正
月
と
も
い
っ
た
。
三
十

日
は
三
ン
年
で
、
正
月
の
終
り
で
あ
る
。

藩
制
時
代
の
農
家
の
休
日
は
年
間
三
十
日
と
あ
っ
た
と
言
う
。
正
月
休

み
が
最
も
長
く
、
こ
の
時
期
は
農
閑
期
と
な
る
も
、
農
家
は
朝
早
く
か
ら

晩
遅
く
ま
で
、
俵
編
み
や
「
ノ
ご
編
み
、
縄
な
り
と
、
寸
分
の
暇
も
な

く
働
い
た
。

男
は
鶏
鳴
と
共
に
起
き
厩
を
片
付
け
、
女
は
竈
に
火
を
焚
き
、
ミ
ン
ザ

（
流
し
場
）
を
片
付
け
、
親
爺
は
井
戸
の
釣
瓶
縄
を
取
り
替
え
た
り
す
る

昭
和
三
奇
人
の
一
人
小
山
内
漫
遊
氏
も
、
棟
方
志
功
の
画
か
れ
た
嘉
瀬

の
桃
こ
と
、
黒
川
桃
太
郎
の
下
絵
を
原
画
と
し
て
作
ら
れ
た
木
像
、
桃
地

蔵
を
嘉
瀬
観
音
堂
に
安
置
、
人
里
は
な
れ
た
観
音
堂
に
居
住
、
日
夜
桃
地

蔵
を
供
養
し
続
け
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
日
午
後
一
時
、
観
音
堂
内

桃
地
蔵
前
で
、
誰
に
看
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
八
十
三
才
で
こ
の
世
を
去
っ

た
。慣

行
事
を
書
き
留
め
た
。
（
秋
元
惣
之
進
）

嘉
瀬
の
年
中
行
事
も
、
そ
の
時
、
そ
の
時
代
の
社
会
構
造
の
変
遷
に
伴
っ
て
、
生
活
環
境
の
変
化
か
ら
、
藩
政
時
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
・

民
間
行
事
・
農
作
業
・
食
生
活
も
様
変
わ
り
し
て
き
た
昨
今
、
村
の
古
老
か
ら
聞
き
語
り
で
集
め
た
、
津
軽
地
方
一
般
の
古
き
過
去
と
な
り
つ
つ
あ
る
習

遺
稿
一

嘉
瀬
の
歳
時
記

家
も
あ
っ
た
。
旧
正
月
の
一
日
に
は
新
婚
の
嫁
婿
は
、
嫁
の
実
家
に
行
く

が
、
嫁
の
実
家
で
大
喜
び
で
親
類
の
人
達
を
呼
ん
で
お
祝
を
す
る
。

。
「
餅
搗
き
」

農
家
で
は
年
の
暮
に
餅
を
搗
く
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
一
俵
か
ら
二
俵

も
搗
く
。
お
供
え
餅
か
ら
、
切
り
餅
、
干
餅
を
搗
く
家
も
あ
る
。

。
「
ニ
ラ
」
（
作
業
場
）

明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
貧
農
は
、
大
抵
の
家
で
は
掛
け
筵
や

敷
筵
で
、
村
の
旦
那
衆
（
財
産
家
）
以
外
は
、
貧
弱
な
家
だ
っ
た
か
ら
入

口
に
は
掛
け
筵
を
敷
い
て
い
た
。

農
家
の
入
口
は
土
間
で
、
突
き
当
り
が
「
ニ
ラ
」
（
作
業
場
）
に
な
っ

て
、
冬
は
外
仕
事
が
出
来
な
い
の
で
「
ニ
ラ
」
で
仕
事
を
し
た
。
「
｝
一
ラ
」

は
粘
土
の
土
で
固
め
て
、
こ
こ
で
筵
や
俵
、
ま
た
「
ノ
マ
」
を
編
ん
だ
り
、

脱
穀
や
米
搗
き
を
し
た
。

。
「
小
寒
・
大
寒
」

津
軽
で
は
旧
正
が
す
ぎ
る
と
、
寒
さ
が
ゆ
る
ん
で
「
寒
三
、
寒
九
」
と

十
五
に
な
っ
た
ハ
ッ
ョ
が
、
二
十
に
な
る
隣
村
の
与
作
の
と
こ
ろ

に
嫁
に
い
っ
た
。

そ
の
夜
、
ハ
ッ
ョ
に
付
添
い
の
叔
母
が
、
「
何
で
も
婿
の
言
う
と

う
り
に
し
て
、
幸
せ
に
な
れ
」
と
言
っ
て
、
二
人
の
寝
所
か
ら
階
下

に
お
り
た
。

次
の
朝
、
「
イ
ガ
ッ
タ
ナ
ァ
」
と
叔
母
は
ハ
ッ
ョ
に
声
を
か
け
る
と
、

「
キ
ッ
ー
」
と
叔
母
を
ニ
ラ
ミ
「
ナ
ニ
、
イ
イ
モ
ン
ダ
バ
、
痛
く
て
、

痛
く
て
、
マ
カ
ダ
ガ
ラ
、
血
．
流
れ
で
、
今
も
、
マ
シ
ゲ
入
っ
テ
ル

ン
タ
ネ
」

叔
母
「
マ
シ
ゲ
も
、
使
い
ナ
レ
レ
バ
、
グ
ン
グ
ン
、
イ
グ
ナ
ル
ネ
」

（
チ
ヨ
）

マ
シ
ゲ
（
す
り
こ

｢津軽弁笑い話こ」

秋
元
惣
之
進
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言
っ
て
、
寒
に
入
っ
て
九
日
目
に
降
る
雨
を

「
寒
九
の
雨
」
と
言
っ
た
。
 

こ
の
日
に
雨
が
降
る
と
、
今
年
は
水
が
豊
富
で
、
稲
作
に
水
の
心
配
が

無
い
と
百
姓
は
喜
ん
だ
。
ま
た
寒
中
の
雨
は
雨
返
し
が
無
い
と
も
言
う
。
 

寒
が
明
け
る
と
立
春
だ
が
、
こ
れ
は
暦
の
上
の
事
だ
け
で
、
津
軽
で
は

立
春
が
す
ぎ
て
か
ら
も
寒
波
が
時
々
く
る
。
 

冬
の
支
度
に
蓄
え
て
い
た
薪
を
焚
い
て
し
ま
い
、
時
々
寒
波
が
く
る
の

で
棚
板
を
こ
わ
し
て
、
燃
や
し
た
家
も
あ
っ
た
と
云
う
。
 

⑥
「
ガ
ン
の
目
隠
し
」
 

津
軽
で
は

「
ガ
ン
の
目
隠
し
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。
津
軽
か
ら

「
雁
」
 

が
去
る
時
分
に
、
横
な
ぐ
り
の
吹
雪
き
に
雁
が
目
隠
し
さ
れ
、
方
向
を
見

失
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
過
ぎ
る
と
、
い
よ
い
よ
津
軽
の
野
づ
ら
に
も
春

が
く
る
。
 

⑥
「
二
十
三
夜
祭
」
 

一
月
二
十
三
日
夜
祭
で
、
婆
様
達
が
講
中
を

つ
く
っ
て
、
旧
暦
の
一

月
・
五
月
・
十
月
の
各
二
十
三
日
を
例
祭
日
と
し
、
婆
様
達
が
仲
間
の
家

に
集
ま
り
、
山
か
ら
登
る
お
月
様
を
拝
む
が
、
お
月
様
の
登
り
具
合
を
見

て
、
今
年
の
豊
凶
を
占
う
。
 

豊
作
の
年
は
、
お
月
様
が
船
に
乗
っ
て
「
ヘ
ラ
」
を
持
っ
て
来
る
が
、
 

不
作
の
年
は
「
シ
ャ
グ
シ
」
を
持
っ
て
登
り
来
る
と
言
う
。
 

⑥
「
厄
払
い
」
 

厄
年
に
当
っ
た
男
女
が
除
厄
祝
い
を
す
る
。
男
は
二
十
五
才
・
四
十
一
一

才
・
女
は十
九
才
・
三
十
三
才
が大
厄
で
、
厄
が
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
 

私
が
小
学
生
の
頃
に
、
嘉
瀬
鍛
冶
町
の
吉
崎
忠
直
さ
ん
の
母
と
、
平
井
 

の
準
備
が
で
き
る
。
 

昔
は
八
十
八
夜
前
後
に
籾
蒔
き
を
し
て
、
三
十
三
日
ー
四
十
日
で
田
植

え
を
し
た
。
ま
た
入
梅
の
露
に
当
て
て
植
え
る
と
言
わ
れ
た
。
 

腰
切
田
が
多
く
、
仕
事
が
捗
ら
ず
、
苗
付
馬
と
稲
付
馬
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
た
と
。
 

田
植
に
は
親
類
、
隣
り
近
所
五

ー
六
軒
で

（
寄合
い
）
を
つ
く
り
、
赤

飯
を
炊
き
、
神
悌
棚
に
お
神
酒
と
身
欠
練
を
供
え
、
田
の
「
I
I
、
ナ
ク
ツ
」
（
水

の
取
入
口
）
に
酒
を
供
え
る
。
 

一
休
み
を
す
る
度
に
酒
を
飲
ん
で
元
気
づ
け
、
 一
日
五
回
も
飯
を
食
べ

た
。
梅
雨
時
の
寒
さ
で
、
田
の
中
の
仕
事
は
身
体
に
こ
た
え
る
。
田
植
が

終
っ
て
か
ら
、
田
植
人
へ
田
植
勘
定
を
し
た
o
 

⑥

「早
苗
振
り
」
 

田
植
後
に
田
の
神
を
迎
え
る
祭
で
、
田
植
え
が
無
事
に
終
っ
た
事
を
祝

う
。
嘉
瀬
で
は
昔
、
派
立
の
橋
を
境
に
、
東
と
西
に
分
か
れ
、
虫
送
り
が

行
な
わ
れ
た
。
太
鼓
や
鉦
・
笛
と
威
勢
の
良
い
唯
子
で
騒
ぎ
ま
わ
っ
た
o
 

大
名
行
列
、
荒
馬
、
獅
踊
り
と
続
き
賑
わ
い
、
早
苗
振
り
は
間
は
、
藁

で
つ
く
っ
た
蛇
体
を
造
っ
た
。
村
を
担
ぎ
ま
わ
り
、
そ
の
後
に
村
境
の
大

木
に
掛
け
た
。
 

⑥
「
田
の
草
取
り
」
 

早
苗
振
り
が
終
る
と
田
の
草
取
り
、
昔
は
手
で
稲
の
回
り
を
、
ひ
と
株

ひ
と
株
と
除
草
を
し
た
の
で
、
稲
の
葉
で
よ
く
目
を
突
い
た
。
医
者
に
行

く
お
金
も
無
く
、
放
っ
て
お
く
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
失
明
す
る
人
が
沢

山
あ
っ
た
。
 
 

清
さ
ん
の
母
親
が
厄
祝
い
を
し
た
の
を
見
た
事
が
あ
る
。婆
様
達
が
花
嫁
・

花
婿
の
衣
装
を
つ
け
、
白
粉
を
塗
り
、
そ
の
あ
と
に
酒
樽
を
担
い
だ
若
衆

姿
の
女
達
が
並
び
、
嫁
入
り
行
列
を
つ
く
っ
て
歩
き
、
飲
め
や
唄
え
の
大

騒
ぎ
で
あ
っ
た
。
 

⑨
「
種
 
蒔
」
 

農
家
は
彼
岸
の
中
日
前
後
に
種
浸
し
、
種
蒔
の
準
備
を
す
る
。
種
籾
は

種
池
か
タ
メ
池
に
浸
け
る
。
ま
た
大
抵
は
子
（
鼠
）
の
日
を
選
ん
で
種
浸

け
を
す
る
が
、
子

（
鼠）
の
よ
う
に
沢
山
育
つ
ょ
う
に
と
の
縁
起
か
ら
と

思
う
。
 

農
家
は
雪
が
消
え
る
と
急
に
忙
し
く
な
る
。
苗
代
に
種
を
蒔
き
、
田
打

時
に
は
梅
・
桃
・
田
打
桜
と
次
々
と
咲
き
、
野
良
で
働
く
人
も
活
気
に
あ

ふ
れ
、
野
づ
ら

一
面
に
陽
炎
が
立
ち
登
る
。
 

昔
は
三
本
鍬
を
使
っ
て
田
打
ち
を
し
た
が
、
大
正
の
頃
か
ら
馬
耕
が
入

り
、
農
家
e
三
分
の

ー
は
馬
耕
に
な
っ
た
。
 

⑥
「
干
餅
ご
ろ
」
 

田
打
の
頃
に
は
軒
下
に
下
げ
て
お
い
た
干
餅
を
お
ろ
し
て
食
べ
る
。
寒

中
に
掲
い
た
干
餅
は
よ
く
か
わ
い
て
歯
ざ
わ
り
が
よ
く
、
農
繁
期
の
間
食

に
最
適
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
頃
に
は

「
ニ
シ
ン
」
も
獲
れ
て
農
家
の
食
膳
を
賑
わ
し
た
が
、
身

欠
ニ
シ
ン
も
ま
た
、
農
繁
期
の
食
べ
物
と
し
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
 

⑥
「
田
 
植
」
 

田
植
え
は
農
家
に
と
っ
て
秋
の
稲
刈
と
共
に
、
も
つ
と
も
忙
し

い
仕
事

の
ひ
と
つ
で
、
田
打
、
畦
畔
塗
り
、
代
掻
き
と
重
労
働
が
続
い
て
、
田
植
 

田
の
草
取
り
も
、
一
番
草
か
ら
三
番
草
が
終
り
、
旧
暦
の
五

ー
六
月
は
、
 

神
社
ゃ
お
寺
の
宵
宮
で
賑
わ
う
。
宵
宮
は
初
夏
の
暑
さ
に
向
う
の
が
楽
し
 

、
 。
 

し
 

⑥
「
宵
 
宮
」
 

昔
の
人
は
神
仏
の
信
仰
心
が
厚
く
、
お
宮
や
お
寺
を
中
心
に
集
落
の
生

活
の
規
律
を
保
っ
た
。
宵
宮
は
お
宮
に
限
ら
ず
、
お
寺
で
も
行
っ
た
と
の

説
が
あ
る
。
 

宵
宮
は
朝
か
ら
太
鼓
が
鳴
り
、
職
が
立
ち
、
出
店
が
並
び
、
人
々
の
気

持
ち
を
浮
き
浮
き
さ
せ
る
。
参
道
の
入
口
に
は
絵
灯
龍
が
立
ち
、
日
が
暮

れ
る
と
灯
を
と
も
す
。
 

⑥

「
蛍狩
り
」
 

宵
宮
の
頃
に
は
蛍
が
飛
ぶ
が
、
昔
は
田
堰
、
堤
、
沼
、
小
川
な
ど
の
水

辺
に
沢
山
い
た
。
初
夏
の
夜
に
光
を
放
ち
飛
び
交
う
蛍
は
、
美
し
い
ば
か

り
で
無
く
、
夢
幻
的
な
神
秘
を
感
じ
さ
せ
る
。
 

沢
山
と
っ
た
蛍
を
龍
に
入
れ
、
軒
下
に
吊
る
し
た
り
、
蚊
帳
の
中
に
放

し
た
。
青
白
く
明
滅
す
る
光
を
眺
め
る
と
、
涼
し
く
感
じ
、
寝
苦
し
い
夜

蛍
の
光
を
眺
め
て
い
る
内
に
眠
り
に
落
ち
る
。
 

⑥

「土
 
用
」
 

土
用
は
七
月
二
十
日
頃
か
ら
十
八
日
間
で
、
嘉
瀬
に
は
昔
、
後
町
の
湯
、
 

デ
ン
ハ
ッ
湯
、
鶴
の
湯
と
三
軒
あ
っ
た
。
 

丑
湯
に
は
村
の
人

々
や
、
村
か
ら
も
大
勢
の
人
々
が
来
て
、
「
イ
モ
」
 

を
洗
う
程
に
賑
わ
い
、
汚
れ
る
程
に
効
め
が
あ
る
と
言
う
。
湯
に
も
出
掛

け
な
い
家
で
も
据
風
呂
が
あ
る
と
、
桃
の
葉
な
ど
の
薬
草
を
入
れ
て
入
浴
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の
準
備
が
で
き
る
。

昔
は
八
十
八
夜
前
後
に
籾
蒔
き
を
し
て
、
三
十
三
日
～
四
十
日
で
田
植

え
を
し
た
。
ま
た
入
梅
の
露
に
当
て
て
植
え
る
と
言
わ
れ
た
。

腰
切
田
が
多
く
、
仕
事
が
捗
ら
ず
、
苗
付
馬
と
稲
付
馬
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
た
と
。

田
植
に
は
親
類
、
隣
り
近
所
五
～
六
軒
で
（
寄
合
い
）
を
つ
く
り
、
赤

飯
を
炊
き
、
神
佛
棚
に
お
神
酒
と
身
欠
鰊
を
供
え
、
田
の
「
ミ
ナ
ク
ッ
」
（
水

の
取
入
口
）
に
酒
を
供
え
る
。

一
休
み
を
す
る
度
に
酒
を
飲
ん
で
元
気
づ
け
、
一
日
五
回
も
飯
を
食
べ

た
。
梅
雨
時
の
寒
さ
で
、
田
の
中
の
仕
事
は
身
体
に
こ
た
え
る
。
田
植
が

終
っ
て
か
ら
、
田
植
人
へ
田
植
勘
定
を
し
た
。

。
「
早
苗
振
り
」

田
植
後
に
田
の
神
を
迎
え
る
祭
で
、
田
植
え
が
無
事
に
終
っ
た
事
を
祝

う
。
嘉
瀬
で
は
昔
、
派
立
の
橋
を
境
に
、
東
と
西
に
分
か
れ
、
虫
送
り
が

行
な
わ
れ
た
。
太
鼓
や
鉦
・
笛
と
威
勢
の
良
い
雌
子
で
騒
ぎ
ま
わ
っ
た
。

大
名
行
列
、
荒
馬
、
獅
踊
り
と
続
き
賑
わ
い
、
早
苗
振
り
は
間
は
、
藁

で
つ
く
っ
た
蛇
体
を
造
っ
た
。
村
を
担
ぎ
ま
わ
り
、
そ
の
後
に
村
境
の
大

木
に
掛
け
た
。

。
「
田
の
草
取
り
」

早
苗
振
り
が
終
る
と
田
の
草
取
り
、
昔
は
手
で
稲
の
回
り
を
、
ひ
と
株

ひ
と
株
と
除
草
を
し
た
の
で
、
稲
の
葉
で
よ
く
目
を
突
い
た
。
医
者
に
行

く
お
金
も
無
く
、
放
っ
て
お
く
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
失
明
す
る
人
が
沢

山
あ
っ
た
。

言
っ
て
、
寒
に
入
っ
て
九
日
目
に
降
る
雨
を
「
寒
九
の
雨
」
と
言
っ
た
。

こ
の
日
に
雨
が
降
る
と
、
今
年
は
水
が
豊
富
で
、
稲
作
に
水
の
心
配
が

無
い
と
百
姓
は
喜
ん
だ
。
ま
た
寒
中
の
雨
は
雨
返
し
が
無
い
と
も
言
う
。

寒
が
明
け
る
と
立
春
だ
が
、
こ
れ
は
暦
の
上
の
事
だ
け
で
、
津
軽
で
は

立
春
が
す
ぎ
て
か
ら
も
寒
波
が
時
々
く
る
。

冬
の
支
度
に
蓄
え
て
い
た
薪
を
焚
い
て
し
ま
い
、
時
々
寒
波
が
く
る
の

で
棚
板
を
こ
わ
し
て
、
燃
や
し
た
家
も
あ
っ
た
と
云
う
。

。
「
ガ
ン
の
目
隠
し
」

津
軽
で
は
「
ガ
ン
の
目
隠
し
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。
津
軽
か
ら
「
雁
」

が
去
る
時
分
に
、
横
な
ぐ
り
の
吹
雪
き
に
雁
が
目
隠
し
さ
れ
、
方
向
を
見

失
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
過
ぎ
る
と
、
い
よ
い
よ
津
軽
の
野
づ
ら
に
も
春

が
く
る
。

。
「
二
十
三
夜
祭
」

一
月
二
十
三
日
夜
祭
で
、
婆
様
達
が
講
中
を
つ
く
っ
て
、
旧
暦
の
一

月
・
五
月
・
十
月
の
各
二
十
三
日
を
例
祭
日
と
し
、
婆
様
達
が
仲
間
の
家

に
集
ま
り
、
山
か
ら
登
る
お
月
様
を
拝
む
が
、
お
月
様
の
登
り
具
合
を
見

て
、
今
年
の
豊
凶
を
占
う
。

豊
作
の
年
は
、
お
月
様
が
船
に
乗
っ
て
「
ヘ
ラ
」
を
持
っ
て
来
る
が
、

不
作
の
年
は
「
シ
ャ
グ
シ
」
を
持
っ
て
登
り
来
る
と
言
う
。

。
「
厄
払
い
」

厄
年
に
当
っ
た
男
女
が
除
厄
祝
い
を
す
る
。
男
は
二
十
五
才
・
四
十
二

才
・
女
は
十
九
才
・
三
十
三
才
が
大
厄
で
、
厄
が
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

私
が
小
学
生
の
頃
に
、
嘉
瀬
鍛
冶
町
の
吉
崎
忠
直
さ
ん
の
母
と
、
平
井

。
「
宵
宮
」

昔
の
人
は
神
仏
の
信
仰
心
が
厚
く
、
お
宮
や
お
寺
を
中
心
に
集
落
の
生

活
の
規
律
を
保
っ
た
。
宵
宮
は
お
宮
に
限
ら
ず
、
お
寺
で
も
行
っ
た
と
の

説
が
あ
る
。

宵
宮
は
朝
か
ら
太
鼓
が
鳴
り
、
幟
が
立
ち
、
出
店
が
並
び
、
人
々
の
気

持
ち
を
浮
き
浮
き
さ
せ
る
。
参
道
の
入
口
に
は
絵
灯
籠
が
立
ち
、
日
が
暮

れ
る
と
灯
を
と
も
す
。

。
「
蛍
狩
り
」

宵
宮
の
頃
に
は
蛍
が
飛
ぶ
が
、
昔
は
田
堰
、
堤
、
沼
、
小
川
な
ど
の
水

辺
に
沢
山
い
た
。
初
夏
の
夜
に
光
を
放
ち
飛
び
交
う
蛍
は
、
美
し
い
ば
か

り
で
無
く
、
夢
幻
的
な
神
秘
を
感
じ
さ
せ
る
。

沢
山
と
っ
た
蛍
を
篭
に
入
れ
、
軒
下
に
吊
る
し
た
り
、
蚊
帳
の
中
に
放

し
た
。
青
白
く
明
滅
す
る
光
を
眺
め
る
と
、
涼
し
く
感
じ
、
寝
苦
し
い
夜

蛍
の
光
を
眺
め
て
い
る
内
に
眠
り
に
落
ち
る
。

。
「
土
用
」

土
用
は
七
月
二
十
日
頃
か
ら
十
八
日
間
で
、
嘉
瀬
に
は
昔
、
後
町
の
湯
、

デ
ン
ハ
ッ
湯
、
鶴
の
湯
と
三
軒
あ
っ
た
。

丑
湯
に
は
村
の
人
々
や
、
村
か
ら
も
大
勢
の
人
々
が
来
て
、
「
イ
モ
」

を
洗
う
程
に
賑
わ
い
、
汚
れ
る
程
に
効
め
が
あ
る
と
言
う
。
湯
に
も
出
掛

け
な
い
家
で
も
据
風
呂
が
あ
る
と
、
桃
の
葉
な
ど
の
薬
草
を
入
れ
て
入
浴

清
さ
ん
の
母
親
が
厄
祝
い
を
し
た
の
を
見
た
事
が
あ
る
。
婆
様
達
が
花
嫁
．

花
婿
の
衣
装
を
つ
け
、
白
粉
を
塗
り
、
そ
の
あ
と
に
酒
樽
を
担
い
だ
若
衆

姿
の
女
達
が
並
び
、
嫁
入
り
行
列
を
つ
く
っ
て
歩
き
、
飲
め
や
唄
え
の
大

騒
ぎ
で
あ
っ
た
。

。
「
種
蒔
」

農
家
は
彼
岸
の
中
日
前
後
に
種
浸
し
、
種
蒔
の
準
備
を
す
る
。
種
籾
は

種
池
か
ダ
メ
池
に
浸
け
る
。
ま
た
大
抵
は
子
（
鼠
）
の
日
を
選
ん
で
種
浸

け
を
す
る
が
、
子
（
鼠
）
の
よ
う
に
沢
山
育
つ
よ
う
に
と
の
縁
起
か
ら
と

思
語
っ
。

農
家
は
雪
が
消
え
る
と
急
に
忙
し
く
な
る
。
苗
代
に
種
を
蒔
き
、
田
打

時
に
は
梅
・
桃
・
田
打
桜
と
次
々
と
咲
き
、
野
良
で
働
く
人
も
活
気
に
あ

ふ
れ
、
野
づ
ら
－
面
に
陽
炎
が
立
ち
登
る
。

昔
は
三
本
鍬
を
使
っ
て
田
打
ち
を
し
た
が
、
大
正
の
頃
か
ら
馬
耕
が
入

り
、
農
家
の
三
分
の
一
は
馬
耕
に
な
っ
た
。

。
「
干
餅
ご
ろ
」

田
打
の
頃
に
は
軒
下
に
下
げ
て
お
い
た
干
餅
を
お
ろ
し
て
食
べ
る
。
寒

中
に
搗
い
た
干
餅
は
よ
く
か
わ
い
て
歯
ざ
わ
り
が
よ
く
、
農
繁
期
の
間
食

に
最
適
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
に
は
「
ニ
シ
ン
」
も
獲
れ
て
農
家
の
食
膳
を
賑
わ
し
た
が
、
身

欠
ニ
シ
ン
も
ま
た
、
農
繁
期
の
食
べ
物
と
し
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

。
「
田
植
」

田
植
え
は
農
家
に
と
っ
て
秋
の
稲
刈
と
共
に
、
も
っ
と
も
忙
し
い
仕
事

の
ひ
と
つ
で
、
田
打
、
畦
畔
塗
り
、
代
掻
き
と
重
労
働
が
続
い
て
、
田
植

田
の
草
取
り
も
、
一
番
草
か
ら
三
番
草
が
終
り
、
旧
暦
の
五
～
六
月
は
、

神
社
や
お
寺
の
宵
宮
で
賑
わ
う
。
宵
宮
は
初
夏
の
暑
さ
に
向
う
の
が
楽
し

い
○
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し
た
。
 

⑨

「
お
盆送
り
」
 

クお
盆
が
来
て
も
吾
が
親
こ
な
い
、
盆
の
味
噌
萩
ァ
吾
が
親
だ
4
 

お
盆
は
祖
先
の
霊
を
祈
る
行
事
で
、
十
万
億
土
か
ら
霊
が
帰
っ
て
く
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
 

盆
の
十
三
日
に
は
墓
参
り
を
し
て
、
二
十
日
盆
ま
で
供
養
す
る
が
、
お

盆
の
二
十
日
を
二
十
日
盆
と
い
う
。
 

お
盆
が
近
く
な
る
と
、
ど
こ
の
家
で
も
仏
壇
を
掃
除
す
る
が
、
ま
た
盆

灯
寵
を
出
し
て
支
度
も
す
る
。
茄
子
や
胡
瓜
に
割
箸
の
足
を
さ
し
て
つ
く

る
。
牛
や
馬
は
、
大
抵
の
家
で
は
子
供
達
に
つ
く
っ
て
貰
う
。
ま
た
大
根

を
細
か
く
刻
ん
で

「
ア
ラ
レ」
や
、
水
・
酒
は
亡
き
人
が
好
ん
だ
場
合
に

供
え
る
。
ま
た
祖
先
の
霊
を
弔
う
為
に
、
棚
経
を
あ
げ
る
家
も
あ
る
。
 

十
三
日
の
法
界
は
ど
こ
の
家
で
も
家
族
揃
っ
て
出
掛
け
、
盆
休
み
に
は

嫁
入
り
先
か
ら
娘
達
が
里
帰
り
し
た
り
、
遠
く
か
ら
親
類
縁
者
が
遊
び
に

来
た
り
す
る
か
ら
、
墓
参
り
は
賑
や
か
で
あ
る
。
 

お
寺
の
境
内
は
人
々
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、線
香
の
煙
で
む
せ
か
え
る
。
 

盆
中
に
行
わ
れ
る
一
般
の
娯
楽
は
盆
踊
り
だ
。
本
来
は
盆
に
招
か
れ
て

く
る
精
霊
を
慰
め
る
為
の
仏
教
的
な
い
わ
れ
が
、
次
第
に
娯
楽
化
と
し
て

の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
 

⑥
「
お
山
参
詣
」
 

お
盆
や
ネ
ブ
タ
が
終
る
と
、
い
よ
い
よ
「
お
山
参
詣
」
だ
。
岩
木
山
に

は
其
の
年
の
収
穫
を
感
謝
し
て
参
詣
す
る
行
事
だ
が
、
津
軽
の
年
中
行
事

と
し
て
最
大
の
お
祭
り
で
あ
る
。
 

松
明
を
手
に

「祭
儀
々
々
 
同
行
斉
儀
、
お
山
に
初
田
餐
、
金
剛
堂
さ

い
、
 一
々
名
告
拝
、
南
無
帰
命
項
礼
」
と
唱
え
な
が
ら
登
る
。
頂
上
の
奥

宮
に
つ
く
と
、
御
神
酒
を
供
え
、
餅
を
あ
げ
、
御
来
光
を
拝
み
、
朝
食
を

と
り
な
が
ら

一
休
み
す
る
。
 

私
も
若
い
こ
ろ
、
お
山
に
二
回
位
登
山
し
た
が
、
岩
木
山
山
頂
か
ら
の

眺
望
は
絶
景
そ
の
も
の
で
、
津
軽
海
峡
、
日
本
海
、
陸
奥
湾
、
北
海
道
が

眼
下
に
眺
め
ら
れ
疲
れ
が
忘
れ
る
。
 

下
山
は
ら
く
で

「
よ
い
山
か
け
た
、
バ
タ
ラ
、
バ
タ
ラ
、
バ
タ
ラ
ョ
」
 

と
下
山
す
る
。
岩
木
神
社
で
お
守
り
ゃ
お
面
な
ど
を
買
い
、
踊
り
な
が
ら

帰
途
に
つ
く
。
村
で
は

一
行
の
帰
り
を
村
境
で
出
迎
え
る
。
 

藩
制
時
代
は
、
岩
木
山
は

「女
人
禁
制
」
だ
っ
た
と
言
う
。
明
治
五
年
 

（
西
暦
一
八
七
二
年
）
女
性
登
山
も
と
か
れ
て
、
自
由
に
な
っ
た
o
 

⑨
「
十
五
夜
」
 

旧
暦
の
八
月
十
五
日
が
仲
秋
の
名
月
、
こ
の
夜
の
月
見
は

一
年
中
で

一

番
美
し
い
。
ど
こ
の
家
で
も
月
の
見
え
る
所
に
ス
ス
キ
、
栗
、
枝
豆
、
団

子
、
ブ
ド
ウ
等
を
供
え
、
昇
っ
て
く
る
満
月
を
拝
む
。
十
五
夜
の
月
に
ウ

サ
ギ
が
杵
で
餅
を
掲
い
て
い
る
形
が
見
え
る
と
豊
作
、
ま
た
女
の
子
は
月

の
光
で
針
糸
を
通
す
と
、
裁
縫
が
上
手
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。
 

⑥
「
泥
炭
切
り
」
 

泥
炭
は
葦
や
萱
な
ど
、
湿
原
植
物
が
推
積
し
、
長
い
長
い
年
月
が
炭
化

作
用
を
起
し
た
物
だ
と
言
う
。
 

泥
炭
は
水
分
が
多
い
の
で
、
掘
り
出
し
て
天
日
乾
燥
さ
せ
る
。
村
の
人

達
は
水
を
掻
い
た
用
水
堰
ゃ
、
沼
の
底
か
ら
掘
り
出
し
、
秋
の
間
に

「
レ
 

昔
の
人
々
は
、
お
山
は
神
様
の
住
む
山
で
あ
り
、
心
の
拠
り
所
と
し
て

の
信
仰
的
対
象
で
あ
っ
た
。
農
民
は
お
山
は
豊
凶
を
司
る
も
の
と
考
え
、
 

農
作
業
を
お
山
の
神
様
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
た
。
残
雪
の
形
、
 

お
山
の
変
化
、
雲
の
動
き
、
霜
雪
の
遅
速
、
其
の
気
象
の
動
き
、
天
候
の

変
化
な
ど
予
知
し
た
。
 

誰
で
も
朔
日
山
を
か
け
ら
れ

る
様
に
な
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ

て
か

ら
だ
と
云
う
。
本
来
は
山
か
け
の
人
は
三
十
七
日
間
、
精
進
潔
斉
を
し
た

が
、

一
週
間
に
短
縮
さ
れ
た
と
言
う
。
 

こ
の
間
に
、
村
の
鎮
守
様
に
た
て
寵
り
、
家
に
は
戻
ら
な
い
別
居
生
活
、
 

魚
や
肉
類
は

一
切
れ
も
食
べ
な
い
。
川
に
縄
を
張
り
、
水
垢
離
を
取
る
、
 

こ
れ
が
す
む
と
、
近
村
の
氏
神
様
参
り
や
、
親
類
回
り
を
す
る
。
こ
の
時

も
山
か
け
と
同
じ
白
装
東
を
身
に
つ
け
、
御
幣
を
持
ち
、
登
山
離
子
で
掛

声
勇
ま
し
く
練
り
歩
く
。
立
ち
寄
ら
れ
た
親
類
や
知
巳
の
家
で
は
、
精
進

料
理
で
酒
を
振
舞
い
、
壮
行
を
祝
う
。
 

津
軽
に
生
ま
れ
た
男
は
、
若
い
者
に
な
っ

て
も
お
山
を
か
け

な
い
人

は
、

一
人
前
の
男
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
意
地
で
も
登
っ
た
も
の

だ
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。
お
山
に
登
っ
た
回
数
が
多
い
程
誇
り
で
も
あ
つ

た
。
 

初
詣
で
の
御
幣
は
、
青
、
赤
、
白
。
ヒ
ノ
キ
を
飽
っ
て
（
カ
ン
ナ
で
削
っ

た
テ
ー
プ
状
の
物
）
薄
紙
の
テ
ー
プ
状
に
削
っ
た
も
の
を
三
米
ー
五
米
も

あ
る
御
幣
を
作
り
、
若
い
者
の
体
力
に
応
じ
持
参
す
る
。
御
幣
の
他
に
五

色
の
職
り
を
奉
納
し
た
。
晦
日
の
晩
は
百
沢
に
宿
を
と
り
、
山
か
け
は
夜

中
か
ら
開
始
、
山
頂
に
達
し
、
御
来
迎
光
を
遥
拝
す
る
よ
う
に
す
る
。
 

ン
ガ
」
位
の
大
き
さ
に
切
り
取
っ
て
乾
か
す
。
 

家
の
ま
わ
り
な
ど
に
壁
の
様
に
積
み
上
げ
た
さ
ま
は
見
事
で
あ
る
。
ま

た
泥
炭
を
燃
や
す
と
、
異
様
な
臭
気
が
漂
い
、
家
の
中
は
勿
論
、
着
物
も

泥
炭
の
臭
い
が
付
い
て
は
な
れ
な
い
。
 

昔
は
囲
炉
裏
に
焚
く
の
で
煙
が
も
う
も
う
と
こ
も
っ
て
、
眼
を
あ
け
ら

れ
な
い
程
だ
っ
た
。
そ
の
為
か
ト
ラ
ホ

ー
ム
患
者
が
続
出
し
た
。
泥
炭
で

御
飯
を
炊
き
、
ま
た
イ
モ
を
ア
ブ
ッ
テ
食
べ
た
。
 

⑥
「
小
正
月
」
 

小
正
月
（
十
六
日
）
の
朝
は
、
八
幡
宮
に
お
参
り
し
、
家
の
中
の
神
仏

を
拝
む
が
、
小
正
月
は
女
の
人
が
主
体
で
あ
る
。
こ
の
日
は
地
獄
の
釜
が

あ
く
と
言
う
。
 

何
処
の
家
で
も
釜
処

（カ
マ
ド
）
の
前
に
餅
や
神
酒
を
供
え
る
が
、
こ

の
朝
は
、
仏
様
が
戻
る
の
を
迎
え
た
。
こ
の
日
は
小
さ
な
十
六
の
握
飯
を

握
っ
て
つ
く
り
、
箸
を
さ
し
て
立
て
た
も
の
だ
が
、

一
緒
に
「
け
の
汁
」
 

を
必
ず
供
え
た
。
 

生
活

・
風
習
 

H
「着
 
物
」

n
 

津
軽
藩
政
時
代
を
と
お
し
て
明
治

・
大
正
・
昭
和
も
二
十
五
年
ご
ろ

ま
で
は
、
百
姓
の
着
て
い
る
着
物
は
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
着
物
を
き

て
、
三
十
才
位
以
上
に
な
る
と
、
今
の
八
十
才
以
上
に
見
え
た
と
い
う
。
 

三
十
才
を
過
ぎ
た
百
姓
は

「
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
」
着
物
に
股
引
を
履
き
、
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。
「
泥
炭
切
り
」

泥
炭
は
葦
や
萱
な
ど
、
湿
原
植
物
が
推
積
し
、
長
い
長
い
年
月
が
炭
化

作
用
を
起
し
た
物
だ
と
言
う
。

泥
炭
は
水
分
が
多
い
の
で
、
掘
り
出
し
て
天
日
乾
燥
さ
せ
る
。
村
の
人

達
は
水
を
掻
い
た
用
水
堰
や
、
沼
の
底
か
ら
掘
り
出
し
、
秋
の
間
に
「
し

松
明
を
手
に
「
祭
儀
々
々
同
行
斉
儀
、
お
山
に
初
田
餐
、
金
剛
堂
さ

い
、
一
々
名
告
拝
、
南
無
帰
命
項
礼
」
と
唱
え
な
が
ら
登
る
。
頂
上
の
奥

宮
に
つ
く
と
、
御
神
酒
を
供
え
、
餅
を
あ
げ
、
御
来
光
を
拝
み
、
朝
食
を

と
り
な
が
ら
一
休
み
す
る
。

私
も
若
い
こ
ろ
、
お
山
に
二
回
位
登
山
し
た
が
、
岩
木
山
山
頂
か
ら
の

眺
望
は
絶
景
そ
の
も
の
で
、
津
軽
海
峡
、
日
本
海
、
陸
奥
湾
、
北
海
道
が

眼
下
に
眺
め
ら
れ
疲
れ
が
忘
れ
る
。

下
山
は
ら
く
で
「
よ
い
山
か
け
た
、
バ
タ
ラ
、
バ
タ
ラ
、
バ
タ
ラ
ョ
」

と
下
山
す
る
。
岩
木
神
社
で
お
守
り
や
お
面
な
ど
を
買
い
、
踊
り
な
が
ら

帰
途
に
つ
く
。
村
で
は
一
行
の
帰
り
を
村
境
で
出
迎
え
る
。

藩
制
時
代
は
、
岩
木
山
は
「
女
人
禁
制
」
だ
っ
た
と
言
う
。
明
治
五
年

（
西
暦
一
八
七
二
年
）
女
性
登
山
も
と
か
れ
て
、
自
由
に
な
っ
た
。

。
「
十
五
夜
」

旧
暦
の
八
月
十
五
日
が
仲
秋
の
名
月
、
こ
の
夜
の
月
見
は
一
年
中
で
一

番
美
し
い
。
ど
こ
の
家
で
も
月
の
見
え
る
所
に
ス
ス
キ
、
栗
、
枝
豆
、
団

子
、
ブ
ド
ウ
等
を
供
え
、
昇
っ
て
く
る
満
月
を
拝
む
。
十
五
夜
の
月
に
ウ

サ
ギ
が
杵
で
餅
を
搗
い
て
い
る
形
が
見
え
る
と
豊
作
、
ま
た
女
の
子
は
月

の
光
で
針
糸
を
通
す
と
、
裁
縫
が
上
手
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。

し
た
。。

「
お
盆
送
り
」

〃
お
盆
が
来
て
も
吾
が
親
こ
な
い
、
盆
の
味
噌
萩
ァ
吾
が
親
だ
〃

お
盆
は
祖
先
の
霊
を
祈
る
行
事
で
、
十
万
億
土
か
ら
霊
が
帰
っ
て
く
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

盆
の
十
三
日
に
は
墓
参
り
を
し
て
、
二
十
日
盆
ま
で
供
養
す
る
が
、
お

盆
の
二
十
日
を
二
十
日
盆
と
い
う
。

お
盆
が
近
く
な
る
と
、
ど
こ
の
家
で
も
仏
壇
を
掃
除
す
る
が
、
ま
た
盆

灯
籠
を
出
し
て
支
度
も
す
る
。
茄
子
や
胡
瓜
に
割
箸
の
足
を
さ
し
て
つ
く

る
（
》
牛
や
馬
は
、
大
抵
の
家
で
は
子
供
達
に
つ
く
っ
て
貰
う
。
ま
た
大
根

を
細
か
く
刻
ん
で
「
ア
ラ
レ
」
や
、
水
・
酒
は
亡
き
人
が
好
ん
だ
場
合
に

供
え
る
。
ま
た
祖
先
の
霊
を
弔
う
為
に
、
棚
経
を
あ
げ
る
家
も
あ
る
。

十
三
日
の
法
界
は
ど
こ
の
家
で
も
家
族
揃
っ
て
出
掛
け
、
盆
休
み
に
は

嫁
入
り
先
か
ら
娘
達
が
里
帰
り
し
た
り
、
遠
く
か
ら
親
類
縁
者
が
遊
び
に

来
た
り
す
る
か
ら
、
墓
参
り
は
賑
や
か
で
あ
る
。

お
寺
の
境
内
は
人
々
で
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
線
香
の
煙
で
む
せ
か
え
る
。

盆
中
に
行
わ
れ
る
一
般
の
娯
楽
は
盆
踊
り
だ
。
本
来
は
盆
に
招
か
れ
て

く
る
精
霊
を
慰
め
る
為
の
仏
教
的
な
い
わ
れ
が
、
次
第
に
娯
楽
化
と
し
て

の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

◎
一
お
山
参
詣
」

お
盆
や
ネ
ブ
タ
が
終
る
と
、
い
よ
い
よ
「
お
山
参
詣
」
だ
。
岩
木
山
に

は
其
の
年
の
収
穫
を
感
謝
し
て
参
詣
す
る
行
事
だ
が
、
津
軽
の
年
中
行
事

と
し
て
最
大
の
お
祭
り
で
あ
る
。

Ⅱ
「
着
物
」
Ⅱ

津
軽
藩
政
時
代
を
と
お
し
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
も
二
十
五
年
ご
ろ

ま
で
は
、
百
姓
の
着
て
い
る
着
物
は
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
着
物
を
き

て
、
三
十
才
位
以
上
に
な
る
と
、
今
の
八
十
才
以
上
に
見
え
た
と
い
う
。

三
十
才
を
過
ぎ
た
百
姓
は
「
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
」
着
物
に
股
引
を
履
き
、

昔
の
人
々
は
、
お
山
は
神
様
の
住
む
山
で
あ
り
、
心
の
拠
り
所
と
し
て

の
信
仰
的
対
象
で
あ
っ
た
。
農
民
は
お
山
は
豊
凶
を
司
る
も
の
と
考
え
、

農
作
業
を
お
山
の
神
様
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
た
。
残
雪
の
形
、

お
山
の
変
化
、
雲
の
動
き
、
霜
雪
の
遅
速
、
其
の
気
象
の
動
き
、
天
候
の

変
化
な
ど
予
知
し
た
。

誰
で
も
朔
日
山
を
か
け
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か

ら
だ
と
云
う
。
本
来
は
山
か
け
の
人
は
三
十
七
日
間
、
精
進
潔
斉
を
し
た

が
、
一
週
間
に
短
縮
さ
れ
た
と
言
う
。

こ
の
間
に
、
村
の
鎮
守
様
に
た
て
籠
り
、
家
に
は
戻
ら
な
い
別
居
生
活
、

魚
や
肉
類
は
一
切
れ
も
食
べ
な
い
。
川
に
縄
を
張
り
、
水
垢
離
を
取
る
、

こ
れ
が
す
む
と
、
近
村
の
氏
神
様
参
り
や
、
親
類
回
り
を
す
る
。
こ
の
時

も
山
か
け
と
同
じ
白
装
束
を
身
に
つ
け
、
御
幣
を
持
ち
、
登
山
雌
子
で
掛

声
勇
ま
し
く
練
り
歩
く
。
立
ち
寄
ら
れ
た
親
類
や
知
巳
の
家
で
は
、
精
進

料
理
で
酒
を
振
舞
い
、
壮
行
を
祝
う
。

津
軽
に
生
ま
れ
た
男
は
、
若
い
者
に
な
っ
て
も
お
山
を
か
け
な
い
人

は
、
一
人
前
の
男
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
意
地
で
も
登
っ
た
も
の

だ
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。
お
山
に
登
っ
た
回
数
が
多
い
程
誇
り
で
も
あ
っ

た
。ン

ガ
」
位
の
大
き
さ
に
切
り
取
っ
て
乾
か
す
。

家
の
ま
わ
り
な
ど
に
壁
の
様
に
積
み
上
げ
た
さ
ま
は
見
事
で
あ
る
。
ま

た
泥
炭
を
燃
や
す
と
、
異
様
な
臭
気
が
漂
い
、
家
の
中
は
勿
論
、
着
物
も

泥
炭
の
臭
い
が
付
い
て
は
な
れ
な
い
。

昔
は
囲
炉
裏
に
焚
く
の
で
煙
が
も
う
も
う
と
こ
も
っ
て
、
眼
を
あ
け
ら

れ
な
い
程
だ
っ
た
。
そ
の
為
か
ト
ラ
ホ
ー
ム
患
者
が
続
出
し
た
。
泥
炭
で

御
飯
を
炊
き
、
ま
た
イ
モ
を
ア
ブ
ッ
テ
食
べ
た
。

。
「
小
正
月
」

小
正
月
（
十
六
日
）
の
朝
は
、
八
幡
宮
に
お
参
り
し
、
家
の
中
の
神
仏

を
拝
む
が
、
小
正
月
は
女
の
人
が
主
体
で
あ
る
。
こ
の
日
は
地
獄
の
釜
が

あ
く
と
言
う
。

何
処
の
家
で
も
釜
処
（
カ
マ
ド
）
の
前
に
餅
や
神
酒
を
供
え
る
が
、
こ

の
朝
は
、
仏
様
が
戻
る
の
を
迎
え
た
。
こ
の
日
は
小
さ
な
十
六
の
握
飯
を

握
っ
て
つ
く
り
、
箸
を
さ
し
て
立
て
た
も
の
だ
が
、
一
緒
に
「
け
の
汁
」

を
必
ず
供
え
た
。

初
詣
で
の
御
幣
は
、
青
、
赤
、
白
。
ヒ
ノ
キ
を
鉋
っ
て
（
カ
ン
ナ
で
削
っ

た
テ
ー
プ
状
の
物
）
薄
紙
の
テ
ー
プ
状
に
削
っ
た
も
の
を
三
米
～
五
米
も

あ
る
御
幣
を
作
り
、
若
い
者
の
体
力
に
応
じ
持
参
す
る
。
御
幣
の
他
に
五

色
の
幟
り
を
奉
納
し
た
。
晦
日
の
晩
は
百
沢
に
宿
を
と
り
、
山
か
け
は
夜

中
か
ら
開
始
、
山
頂
に
達
し
、
御
来
迎
光
を
遙
拝
す
る
よ
う
に
す
る
。

生
活
・
風
習
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